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工学系大学卒業生の英語二一ズ分析

質問紙調査に基づいて

清水裕子 （立命館大学）・ 小山由紀江 （長岡技術科学大学）

はじめに

　本研究は文部省による科学研究費補助金（基盤研究（ｃＸ１））を受け，「工学系大学における英語教

育の現状解析と効率的システムの構築」という研究課題名で取り組んだプロジェクトの一環で ，

（１）我が国の工学系大学における英語教育の現状調査と分析，およぴ（２）工学系大学の英語教育のた

めの効果的なカリキュラムの構築の２点を最終目的とするものであった。具体的には，最終目的

０）（１）に関しては ，ａ　工学系大学出身者の英語の二一スに関する質問紙調査，ｂ　工学系大学の

英語教員を対象とした工学系の英語教育に関する質問紙調査，Ｃ　工学系分野の教員を対象とし

た工学系における英語の二一スに関する質問紙調査を実施し，（２）に関しては，ｄ　工学系におけ

る英語文献（王に論文等）の構造と語彙を中心にしたテキスト分析，ｅ　学習者の英語力の測定

の５つの領域に分けて調査研究を進めてきた 。

　本稿は，その中のａ　工学系大学出身者の英語の二一スに関する質問紙調査に関するのもので ，

１９９９年１月に長岡技術科学大学（新潟県長岡市）の卒業生に配付された質問紙の結果を集計，分

析したものである 。なお，本稿内でｒ本学」と言う時には，長岡技術科学大学を示すことを断 っ

ておく 。

本プロジェクトの背景

　ＥＳＰ（Ｅｎｇ１。。ｈ　ｆｏ． Ｓｐ。。。丘。／Ｓｐ。。。。１Ｐｕ．ｐ。。。）の分野では，二一スに関してのＨｕｔｃｈｍｓｏｎ　ａｎｄ

Ｗａｔｅｒ（１９８７）のことばによると ，‘Ｗｈａｔｄ１ｓｔｍｇｕ１ｓｈｅｓ　ＥＳＰ　ｆｒｏｍＧｅｎｅｒａ１Ｅｎｇ１１ｓｈ１ｓ　ｎｏｔｔｈｅ　ｅｘ －

１ｓｔｅｎｃｅ　ｏｆ　ｎｅｅｄｓ　ａｓ　ｓｕｃｈ　ｂｕｔ　ｒａｔｈｅｒ　ａｎ　ａｗａｒｅｎｅｓｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｎｅｅｄ’ （ｐ５３）となる 。もし学習者が語

学学習を必要とする理由を指導者側が知 っていれば，その意識自体がプログラムに影響すること

になる 。そこで，学習者の二一ズを把握することは必須であり ，どのようなプログラムも二一ズ

分析に基づいて構築されるべきなのである 。さらに，二一ス分析に関して，Ｈｕｔｃｈｍｓｏｎ ＆Ｗａ－

ｔｅ。 は図１に示したようにｔａｒｇｅｔ　ｎｅｅｄｓと１ｅａｍｍｇ　ｎｅｅｄｓの基本的な区別をしており ，より良い

プログラムを考える上では，どちらの側面からも分析が必要であることを示している 。
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　本研究について

　工学系大学出身者の英語二一スに関する質問紙は，現在の職場における英語使用や英語の二一

ズ等を調査するもので，長岡技術科学大学を１９９３年，１９８８年，１９８３年の３時期の卒業学生７８１名

を対象に郵送により実施した。但し，卒業後，住所変更をしたり移籍後の連絡のない者が多く ，

１３０通が住所不明で返送されてきた。その緒果，実際には６５１名の卒業生の手元に質問紙が行き渡

り， その内２０４通が回答され，全体の約３１％のデータが有効データとして分析対象となった 。

　今回実施した質問紙調査の内容は，我々が得ようとした情報をもとに，大きく３つのパートに

分けられる 。

　　パート１ ：サンプルの属性に関する質問

　　パート２　サンプルの海外経験の有毎に関する質問

　　パート３　サンプルの英語使用等に関する質問

　本稿では，この３つのパートに分けて分析結果を報告していく 。なお，本文内の見出しのＩ～

Ｖ－９は実際に郵送された質問紙の項目番号に一致する 。（質問紙は本稿末参昭）

パート１ ：サンプルの属性に関する質問

　サンプルに関する情報として，性別，年齢，長岡技術科学大学の卒業 ・修了年度，取得学位 ，

最終の卒業課程 ・専攻及ぴ，本学以外での学歴についてたずねた。その結果をまとめたのが表１

～３である 。

（３８９）
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　　表１　性別と年齢
（　）内は％

２０代 ３０代 ４０代 合計

男性
　１５

７． ３５）

　１４０

６８ ．６３）

　４７
２３ ．０４）

　２０２

９９ ．０２）

女性 　Ｏ
Ｏ． ００）

　　１
０． ４９）

　１
０． ４９）

　　２
０． ９８）

合計
　１５

７． ３５）

　１４１

６９ ．１２）

　４８
２３ ．５３）

　２０４

１００ ．０）

表２　卒業 ・修了年度と取得学位

（　）内は％

卒業年度 学士号 修士号 博士号 合計

１９８３年 　１７
８． ４６）

　５３
２６ ．３７）

　Ｏ
０． ００）

　７０
３４ ．８３）

１９８８年度 　９
４． ４８）

　４３
２１ ．３９）

　１
０． ５０）

　５３
２６ ．３７）

１９９３年度 　１２
５． ９７）

　６２
３０ ．８５）

　４
１． ９９）

　７８
３８ ．８１）

合計
　３８

１８ ．９１）

　１５８

７８ ．６１）
　５

２． ４９）

　２０１

１００ ．０）

表３　最終の卒業課程 ・専攻

（　）内は％

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 合計

学部 ６ ８ ８ ５ ７ ４ Ｏ Ｏ

卒業者
０ Ｏ ３８

（２ ．９４） （３ ．９２） （３ ．９２） （２ ．４５） （３ ．４３） （１ ．９６） （０） （０） （０） （０） （１８ ．６３）

修士課程 ３０ ２９ １９ ２９ ２０ ３４ ０ ０

修了者
Ｏ Ｏ １６１

（１４ ．７１） （１４ ．２２） （９ ．３１） （１４ ．２２） （９ ．８０） （１６ ．６７） （０） （０） （０） （０） （７８ ．９２）

博士課程 ０ ０ Ｏ ０ ０ ０ Ｏ ０ ４ １

修了者
５

（０） （０） （Ｏ） （０） （０） （Ｏ） （０） （Ｏ） （１ ．９６） （０ ．４９） （２ ．４５）

合計
３６ ３７ ２７ ３４ ２７ ３８ ０ ０ ４ １ ２０４

（１７ ．６５） （１８ ．１４） （１３ ．２４） （１６ ．６７） （１３ ．２４） （１８ ．６３） （０） （０） （１ ．９６） （０ ．４９） （１００ ．０）

機械システムエ学

材料開発工学

材料工学

２． 創造建設工学　３ ．電気 ・電子システムエ学　　　電子機器工学
６． 建設工学　　　７ ．生物機能工学　　　　　　　　情報制御工学
１０．エネルギー環境工学

　なお，質問紙には長岡技術科学大学以外での学歴について尋ねる項目があったが，回答をみる

と， 学部卒業後に他大学において修士号を取得した者が６名，博士号を取得した者が２名であっ

た。

　有効サンプル数２０４の内２０２名が男性であることや，１５８名が修士課程修了者であることなど
，

サンプルをさらに絞り込むことで，より等質なサンプル集団を作ることも可能であった。また ，

年齢，卒業年度等を変数として扱い，変数問の比較を行うことも考えられたが，今回の我々の調

査は，工学系大学における英語教育プログラム構築という最終目標のための基盤となる調査であ

り， 工学系大学出身者の職場における英語使用に関する　般的傾向を把握することにあったため
，

２０４名をひとつのグループとして分析を行 った 。

Ｉ． 現在の職種

職業に関連した情報を得るために，〈産業別〉と〈内容別〉に分けて現在の職種をたずねた 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３９０）
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その結果を表４にまとめたが，内容別の合計からもわかるように，２８％の者が教育や研究に携わ

っていることになる（研究職１７ ．５％，教育研究職６ ．５％，教育職８％）。 また ，６１％（１２２名）は技術職

に関係しており ，その３分の２（８３名）は製造業に携わ っていることがわか った 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表４　現在の職業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔産業及び内容別〕（　）内は％

内容
研究職

教育研究職

教育職 技術職 事務職

営業サービス職

現場
業職 役員 その他 合計

産業

建設業
　２

１． ００）

Ｏ（Ｏ） ０（Ｏ）

　１１
５． ５０）

Ｏ（０） Ｏ（Ｏ）

　２
１． ００）

Ｏ（Ｏ） Ｏ（Ｏ）

　１５
７． ５０）

製造業
　２８

１４ ．００）
　１

Ｏ． ５０）

Ｏ（Ｏ）

　８３
４１ ．５０）

　２
１． ００）

５２．５０）

　４
２． ００）

　１
Ｏ． ５０） ．５０）

１２５

６２ ．５０）

電気 ・ガス

　　道
　１

０． ５０）

０（Ｏ） ０（Ｏ）

　５
２． ５０）

Ｏ（０） Ｏ（Ｏ） Ｏ（Ｏ） Ｏ（０） Ｏ（Ｏ）

　６
３． ００）

運　送
Ｏ（Ｏ） ０（Ｏ） Ｏ（０）

　３
１． ５０）

Ｏ（Ｏ） Ｏ（Ｏ） ０（Ｏ） ０（Ｏ） Ｏ（Ｏ）

　３
１． ５０）

サービス業
０（０） ０（０） ０（０）

　４
２． ００）

Ｏ（０）

　１
０． ５０）

Ｏ（Ｏ） Ｏ（Ｏ）

　１
Ｏ． ５０）

　６
３． ００）

公務員
　３

１． ５０）

Ｏ（Ｏ） ０（Ｏ）

　１３
６． ５０）

　２
１． ００）

０（Ｏ） Ｏ（０） Ｏ（Ｏ）

　１
Ｏ． ５０）

　１９
９． ５０）

教　　員
Ｏ（Ｏ）

　１２
６． ００）

　８
４． ００）

Ｏ（Ｏ） ０（０） Ｏ（Ｏ） ０（Ｏ） ０（Ｏ）

　２０
１０ ．００）

無　　職
Ｏ（０） ０（Ｏ） ０（Ｏ）

Ｏ（Ｏ） ０（Ｏ） Ｏ（０） Ｏ（Ｏ） ０（Ｏ）

その他
　１

Ｏ． ５０）

Ｏ（０） Ｏ（Ｏ）

　３
１． ５０）

０（Ｏ） Ｏ（Ｏ） Ｏ（Ｏ） Ｏ（Ｏ）

　２
１． ＯＯ

　６
３． ００

合　　計
　３５

１７ ．５０）

　！３
６． ５０）

　８
４． ＯＯ）

１２２

６１ ．００）
　４

２． ００）
　６

３． ００
　６

３． ００）
　１

Ｏ． ５０）
　５

２． ５０

２００

００ ．００

皿． 現在の身分

職場における現在の身分に関してたずねたところ ，表５のような状況であった 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　表５　現在の身分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は％

身　　分 人（％）

経営者 ・役員 ７（　３ ．４３）

管理職〔部長以上〕 １（　Ｏ ．４９）

中問管理職〔部長未満〕 ５０（２４ ．５１）

一般社員 ・職員 １３１（６４ ．２２）

臨時杜員 ・職員 Ｏ（　Ｏ ．ＯＯ）

その他 １５（　７ ．４０）

合計 ２０４（１００ ．Ｏ）

　Ｉおよぴｕの結果にみられるような背景をもつサンプルを対象に，英語に関わる経験や二一ス

に関する質問を行ったが，パート２では海外経験について，パート３では職場における英語使用

や二一ズに焦点を当て調査結果を報告する 。

（３９１）
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パート２ ：海外経験に関する質問

　皿　仕事関連の海外経験について

　職業上の必要から ，１回の滞在が３ヶ月以上の長期滞在の経験の有無をたずねたところ ，２０４

名中１７名（８．３％）はその経験があった。滞在が３ヶ月未満の短期出張に関しては７７名（３７ ．７５％）

が経験していた 。

　ｖ　仕事以外の海外経験

　仕事以外の海外経験については，１回の滞在が３ヶ月以上で，主な使用言語が英語だった場合

のみ回答してもらった。また，複数回ある場合は滞在期間の合計を記入してもらったが，海外経

験があると答えたのは１９名で，その内１７名が旅行のためで，１名は留学のためであった 。

　これら皿 ，１Ｖの結果から ，今回のサンプルの多数は，海外において長期問にわたって英語や英

語文化，異文化に触れる機会が少なかったと言えよう 。

パート３ ：英語使用に関する質問

　Ｖ　英語とのかかわり

　英語とのかかわりについて，職場における…１語使用や自分の英語力について，さらには大学在

学中の英語教育について，Ｖ －１からＶ －９までの質問に対する回答の分析結果をまとめておく
。

Ｖ－１
．

「現在，あなたはどのような時に英語とのかかわりかありますか。（複数回答可）」

グラフＶ －１ 現在，あなたはどのような時に英語とのかかわりがありますか 。

　１仕事

　　２研究

３日常生活

４趣味 ・娯楽

５英語学校等

　　　６海外旅行

　　　　７その

８カ、カ、わりカミない

’’ ’’’

’’’’’’ ’’’ 　　　　　 ’　　　　 ．’ ’　　 ’　　　 ’’
　’ ’　 ’‘’ 　’’’ ’’’ ．’’ ’’’ ’’

６６．１８

’．’

　　　　　　 ’、 ’’’ ．．

２３０４

一’ ’’

４９０

’’ ’’’ ’’‘ ’．’ ’’

　　　 ’　　 ’１８．１４

’、：２
．９４

’．

１． ４７

２２０６

１６６７

０　　　　　１０　　　　　２０　　　　　３０　　　　４０　　　　　５０　　　　　６０　　　　７０　　　　　８０

（３９２）
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　工学系大学卒業者の英語とのかかわりについて，まず，とのような状況で英語とかかわるかを ，

仕事 ・研究 ・日常生活 ・趣味，娯楽 ・英語学校等 ・海外旅行などから選択してもらったところ

（複数回答可），グラフＶ －１に示すように＜仕事〉でのかかわりが最も多く（６６ ．１８％ ，１３５名），職

種によっては研究に携わる者もいるため，＜研究〉において関わりをもつ４７名も含めて，何らか

の形で職場における英語使用の必要性が高いと言える 。

　Ｖ －２ ．「あなたは現在仕事でどのくらい英語を使っていますか 。」

　次に，職場での英語の使用について，＜１　全く使わない＞から＜５　いつも使う〉までの５

段階で，聞く ・話す ・読む ・書くの４技能について相対的な使用頻度を示してもらった。グラフ

Ｖ－ ２からわかるように，＜書く〉 ，＜話す＞ ，＜聞く＞に比して，英語で＜読む〉機会が最も多い傾

向がみられた（約３７％）。〈話す＞という技能の使用頻度については，半数近くの者（４７ ．２９％）が

ｒ全く使わない」と答えていた 。

グラフト２　あなたは現在仕事で、どのくらい英語を使いますか 。

書く

読む

話す

聞く

３３ ．９９

ｌｌ：１牽濠１１１：１

∴碑
１１二： 讐榊州、

，５〃 １

ｌｌｌｌ１牽嬢１１１１

騒饒 ∴． ∴砂１１二 灘雰舳岬榊
１８ ．１４

鰯
１．４８

４７ ．２９

ｌｌｌｌ１繊１１１１ 紬
、止

、

３７ ．９３

ｌｌｌｌ１綿１１１１１

１姦蛾

Ｏ％　　　　　　　　１０％　　　　　　　２０％　　　　　　　３０％　　　　　　　４０％　　　　　　　　５０％　　　　　　　６０％

　　　　　口１全く便わない０２　あまり便わない■１３　どちらでもない回４

１９７

７０％　　　　　　　　８０％　　　　　　　　９０％　　　　　　　１００％

崎々便う固５いつも仁う

　Ｖ －３ ．「あなたは，現在仕事上でどのような英語力が必要ですか。必要を感じるものは○で ，

また，特に必要を感じるものは◎で数字を囲んで下さい。（複数回答可）」

　この質問に対してグラフＶ －３に示したように，１０項目の技能や作業についての必要性を回答

してもらったが，Ｖ －２の結果とは異なり ，必要となる英語力については，読む ・書く以上に ，

聞く ・話すがあげられており ，両スキルの必要性を特に強く感じる者の割合が，読む ・書くの必

要性を感じる者を上回 っていた 。

（３９３）



６２

１０通訳

９和文英訳

８英文和訳

７語彙力

６発音

５文法

４書く力

３読む力

２語す力

１聞く力

　　　　　　　　立命館経済学（第５０巻 ・第４号）

グラフＶ －３　あなたは，現在仕事上でどのような英語力が必要ですか 。

Ｏ

泌簑 ．終１：衣４

汰；１然１１搬１：ｌｌｌオざｌｌｌ

３

一＝■必要

とても必要

撚漆
１：１ざ７

狡匁 総Ｏ

淡； 籔Ｏ

、：ぎふ 篶濁
、：１“

ニギ ・．、・ ８

心篶さ“１讐ゴニ１ ２４

撃：１；等；

秘災オ：災
１１１：１享

、１：
顯 ４９

：ｌｌ；：：：

篶沙
；二 ぷ鯛三 ，・’

１ ４３

０　　　　　　２０　　　　　　４０　　　　　６０　　　　　８０　　　　　１００　　　　　１２０　　　　　１４０　　　　　１６０

　Ｖ －４　「仕事上の…語使用について，もう少し，具体的に伺います。以下の項目について，仕

事上で特に必要なものに◎，必要なものに○をつけて下さい。（複数回答可）」

　Ｖ －３の質問内容に具体性を持たせ，仕事上必要と思われる状況を，文字媒体〔読む ・書く〕

の場合と ，音声媒体〔聞く ・話す〕の場合にわけ，さらに，それぞれ日本語の場合と英語の場合

について回答してもらった。結果は表Ｖ －４ －ａ ，ｂ ，ｃ ，ｄに示した。（表内の数字はすべて％）

表Ｖ －４一■　（文字媒体 ・日本語の場合）十　’　］廿口１＝１　刎ロノ

日　本語

読　　　む 書　　　　く

○ ◎ ○ ◎

学会誌の論文 ３３ ．８２ １３ ．７３ １７ ．１６ １０ ．２９

学会誌の要約文 ２５ ．４９ ４． ９０ １４ ．２２ ２． ４５

テクニカル ・レポート ３３ ．８２ １Ｏ ．７８ ２３ ．０４ １２ ．２６

学会発表の応募書類 １１ ．７７ ２． ９４ １０ ．７８ ５． ３９

特許出願関係 ２５ ．４９ １０ ．２９ ２５ ．４９ １１ ．２８

テクニカル ・マニュアル ３０ ．３９ １１ ．２８ ２０ ．１Ｏ ７． ８４

ビジネス文書 ２５ ．００ １５ ．６９ ２０ ．５９ ２２ ．０６

電子メール ３３ ．３３ １６ ．１８ ３２ ．８４ １８ ．１４

連絡用メモ ２５ ．００ ３． ９２ ２３ ．５３ ５． ８８

（３９４）



表Ｖ －４一吐

　　　　　　　　工学系大学卒業生の英語二一ズ分析（清水 ・小山）

（文字媒体 ・英語の場合）今’ ヲミ叩〃砺１ヨ１ノ

英　　　語

読　　　　む 書　　　　く

○ ◎ ○ ◎

学会誌の論文 ２３ ．０４ １７ ．６５ １２ ．７５ ８． ３３

学会誌の要約文 ２１ ．０８ ８． ３３ ９． ３１ ３． ９２

テクニカル ・レポート ２４ ．０２ １０ ．２９ １２ ．７５ ３． ９２

学会発表の応募書類 ９． ３１ ４． ４１ ８． ８２ ４． ４１

特許出願関係 １１ ．２８ ５． ３９ ２． ４５ Ｏ． ９８

テクニカル ・マニュアル ２３ ．５３ １２ ．２６ ９． ８０ ２． ９４

ビジネス文書 ２１ ．５７ ８． ８２ １５ ．２０ ６． ８６

電子メール ２４ ．５１ １３ ．７３ １９ ．１２ １１ ．７７

連絡用メモ ６． ３７ Ｏ． ４９ ５． ３９ Ｏ． ９８

６３

表Ｖ －４－ｃ （音声媒体 ・日本語の場合）リ呆乍ト　ロノトロロ〃切 ロノ

日　本語

聴　　　く 話　　　　す

○ ◎ ○ ◎

学会での口頭発表 ２０ ．５９ ８． ３３ １８ ．６３ １０ ．７８

セールス ・プレゼンテーシ ョン １６ ．１８ ４． ４１ １４ ．７１ １Ｏ ．２９

機械の使用方法などの口頭説明 ２０ ．５９ ５． ３９ ２０ ．１０ ７．． ８４

商談 １１ ．２８ ５． ３９ １１ ．２８ ７． ８４

組織内での会議 ・打ち合わせなど ４１ ．６７ １５ ．６９ ４０ ．６９ ２０ ．１０

組織外での会議 ・打ち合わせなど ３７ ．２６ １１ ．２８ ３２ ．３５ １７ ．６５

表Ｙ －４－ｄ （音声媒体 ・英語の場合）！妹乍ト ’ヲ… ロロ〃Ｊ砺’日リ

英　　語

聴　　　く 話　　　す

○ ◎ ○ ◎

学会での口頭発表 １７ ．１６ ８． ３３ ８． ８２ ７． ３５

セールス ・プレゼンテーション １１ ．２８ ４．． ４１ ７． ３５ ４． ４１

機械の使用方法などの口頭説明 ９． ３１ ３． ９２ ９． ８０ ４． ４１

商談 ７． ３５ ２． ９４ ６． ８６ ２． ４５

組織内での会議 ・打ち合わせなど １１ ．７７ ６． ３７ １１ ．２８ ５． ８８

組織外での会議 ・打ち合わせなど １５ ．６９ １１ ．２８ １２ ．７５ １１ ．７７

　上の表で示した仕事上での言語使用についての結果を ，技能ごとにまとめると次のようなこと

カざ言える 。

　読むことに関して

　日本語と英語で上位を示した項目は次の通りである 。ランキンクは両言語問で多少ずれはある

が， 職場で必要となる読みの活動は同じであることがわかる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３９５）



６４ 立命館経済学（第５０巻 ・第４号）

１位

２位

３位

４位

５位

日本語

電子メイル（１０１名）

学会誌の論文（９７名）

テクニカル ・レポート（９１名）

テクニカル ・マニュアル（８５名）

ビジネス文書（８３名）

英語

学会誌の論文（８３名）

電子メイル（７８名）

テクニカル ・マニュアル（７３名）

テクニカル ・レポート（７０名）

ビジネス文書（６２名）

　青くことに関して

　読むことと比較すれば，英語で書くことの必要性は少ないと言えるが，両言語共，電子メイル

やビジネス文書を書くという日常業務での作業が上位を占めていた。また，学会誌の論文執筆の

ように，英語でのアカテミソク ・ライティングの必要性もあることがわかった 。

　　　　日本語　　　　　　　　　　　　　英語

１位

２位

３位

４位

５位

電子メイル（１０４名）

ビジネス文書（８６名）

特許出願関係（７５名）

テクニカル ・レポート（７２名）

メモ（６０名）

電子メイル（６３名）

ビジネス文書（４５名）

学会誌の論文（４３名）

テクニカル ・レポート（３４名）

　聞くことに関して

　聞く活動については，日本語では内外での会議が主な機会である 。英語を聞く機会としては社

外での会議が最も多いようだが，日本語ほどではない 。

　　　　日本語　　　　　　　　　　　　　英語

　１位　組織内での会議 ・打ち合わせ（１１７名）組織外での会議 ・打ち合わせ（５５名）

　２位　組織外での会議 ・打ち合わせ（９４名）　学会での口頭発表（５２名）

　３位　学会での口頭発表（６１名）　　　　　　組織内での会議 ・打ち合わせ（３７名）

　話すことに関して

話す活動については，一部順位が異なっているが，日本語の場合でも英語の場合でも ，上位を

占めるのは，聞く活動と同じ項目である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本語／英語

　１位　組織外での会議 ・打ち合わせなど　　　（１０２名）／（５０名）

　２位　組織内での会議 ・打ち合わせなど　　　（９４名）／（３５名）

　３位　学会での口頭発表　　　　　　　　　　（６０名）／（３３名）

　Ｖ －５　「あなたは現在，仕事上でどのような英語力か不足していると感じますか。（複数回答

可）」

　Ｖ －３では，聞くことと語すことが職場で必要な英語力として示され，読む力，書く力を上回

っていたが，その結果がここでも反映している 。聞く力の不足を嘆く者（１５０名）および話す力の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３９６）



　　　　　　　　　　　　　工学系大学卒業生の英語二一ズ分析（清水 ・小山）　　　　　　　　　　　　６５

不足を嘆く者（１４９名）がそれぞれ７５％，それに次いで書く力（８８名），読む力（７９名）の不足を感

じる者が続いていた。また語粟力不足を感じている者も少なくなか った（６２名）。 文法の能力に

ついては特に不足を嘆く者は少なく ，今回のサンプルについては，ボトム ・アッ プ的な力はある

程度備わっていると解釈できよう 。

グラフＶ －５　あなたは現在，仕事上でどのような英語力が不足していると感じますか 。

１１このままでよい

１０遍訳

９和文英訳

８英文和訳

７語貫力

６発音

５文法

４讐く力

３読む力

２話す力

１聞く力

身

嚢川…川
１｝川 ．ユ

」　１　　　’　　一 　　几

’。’’｝、・ “．

滋．一 淡黙浴蕊嫁 曲

鱗舳蟻総１
，１滋１；二糞慈裟１

・殉

灘欄蝋燃籔絃：嚢膏滋 …多１；

二１

榊鱗榊榊榊”４祭；１籔概燃搬 、耳 ．圭

．榊 、、，パ ．、

Ｏ ５０　　　　　１００ １５０　　　　　２００

　Ｖ －６　「あなたは今の英語力をどのように身につけたと思いますか。（複数回答可）」

　現在の英語力をどのように身につけたかという問いに対しては，学校教育を通じてが主であっ

た（９１％）。 それに次いで，ＴＶ，ラジオなどのメディアを用いた自学自習を行う者（４４％）や個

人的に語学学校へ通う者（４２％）が上位を占めていた。「３　英会話スクールなどへの企業派遣」

ｒ４　国内の仕事で」ｒ５　仕事上の海外赴任」のような職場を通じての学習の機会は少ないこと

を示す結果であった 。

（３９７）



６６ 　　　　　　　　立命館経済学（第５０巻 ・第４号）

グラフＶ －６　あなたは英語力をどのように身につけたと思いますか 。

学校教育

会謡学校への偶人参加

会謡学校への企桑派這　　烹

国内の仕事で

仕事上での久国赴任

テレビ ・ラジオ

、１汐言１
．１

・　　　　３８

４４

その他

０　　　　　　２０ ４０　　　　　６０　　　　　８０ １００

　Ｖ－７　「現在の英語力は総合的に見て，卒業 ・修了時と比べてどう変化しましたか 。」

　この質問に対して，＜向上した〉＜変わらない＞＜低下した＞の中から一つを選んでもらった 。

英語力の変化については，今回のサンプルの中で，最も最近に卒業した者のグループ（１９９３年度

卒業）では英語力が衰えたと感じる割合がもっとも高く（３６名 ，４６％），他の２グループ（１９８８
．

１９８３年度卒業）は向上したと感じる者の割合が４０％前後（２２名 ，４１ ．５％，２５名 ，３６ ．２％）であった
。

グラフＶ －７　現在の英語力は総合的に見て，卒業 ・修了時と比べてどうかわりましたか 。

　　　　　　（グラフ内の数字は人数）

１９９３

１９８８

１９８３

１６： ２４
８■８８１■１１１■８　●８８■■８■１■　８■８８８８コ■

詣昌器詔詣器鐵器詣器器２器
８■８８じ８■８８８１■■Ｉ■■■■８８■■■■，８８８

● ●

●

　　　　●２２　　　●
　　　●　　●　　　●

１２

■　　　●

８８■８８■口８■■■●■８■８８‘■

認淵継ｏ昌蝪織書
８■０８■■■口■８８口８８■８８口

●

お：．　　● ●

● １５
● ■

鞘…鞘鞘…鞘鞘…
８■８８■■○口８８■■８■■●８■口■８■

０％ ２０％　　　　　　　　４０％　　　　　　　　６０％　　　　　　　　８０％　　　　　　　　１００％

Ｉ３向上した

０変わらない

８低下した

　Ｙ －８　「本学で受けた英語教育についてどう思いますか 。」

大学で受けた英語教育について，現在役立っている点と ，もっと強化して欲しかった点につい

て自由記述で回答してもらった。記述のあった質問紙の結果をまとめると次のようになった 。

（３９８）



工学系大学卒業生の英語二一ズ分析（清水 ・小山） ６７

現在役立っている点

英語を母語とする教員との関わり

基礎

文法

発音

語彙

専門，工業英語論文等

読む

書く

話す

聞く

Ｌ　 Ｌの利用

他

９名

４名

３名

２名

１名

２０名

７名

２名

１名

２名

４名

５名（英語の考え方，英和翻訳，講演，留学生との交流）

もっと強化して欲しか った点

英語を母語とする教員との関わり

一般的な力

発音

語彙

コミュニケーション

話す

聞く

読む

書く

専門 ・工業英語

ビジネス ・ライテイング

プレゼンテーション

実務英語

専門の講義

８名

３名

１名

３名

４名

２９名

４１名

４名

５名

１２名

２名

３名

１名

１名

　現在も役立 っている点としては，専門や工業英語に関する論文の学習（読む活動）をあけてい

る者が特に目立ち（２０名），ＥＡＰやＥＳＰなどに見られるように，コンテント ・エリアの指導が

学習者にも役立つことが示唆された 。

　一方，強化して欲しか った点では，コミュニケーション（４名），話す（２９名），聞く（４１名）活

動への要望が高いことと ，専門 ・工業英語，ヒシネス ・ライティング，プレセンテーション，実

務英語なと ，自分の専門に関する内容やそれを通じて必要となる実践的なスキルの学習などの強

化を望む声があった。在学中には実感できなかったものの，実社会に出てからその必要性が感じ

られたために，このよう回答がみられたと解釈できよう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３９９）



　６８　　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第５０巻 ・第４号）

　Ｖ－９　「本学で英語を学習した際にどのような目的意識を持っていましたか 。」

　グラフＶ －９からわかるように，在学時代の英語学習については，単位取得を目的としていた

者が圧倒的に多く ，やはり ，社会に出てからの英語の必要性との関連からも ，在学中に学習の動

機付けを与え，目的意識を持たせた教育が必要といえる 。

グラフＶ －９　本学で英語を学習した際にどのような目的意識を持っていましたか 。

７その他 ６

６留学　２

５海外旅行 １０

４コミュニケーション ２９

３専門に役立てるため ４４

２単位取得 １０３

１なし ４１

０　　　　　２０　　　　４０　　　　６０　　　　８０　　　　１００　　　１２０

最後に

　今回の調査結果をまとめると ，次のようなことが言える 。工学系大学出身者の職場における英

語の必要性は高く ，特に＜読みの活動〉の必要性が強いことを示す回答結果であったが，実際の

職場における二一ズから言うと ，〈聞く〉＜話す〉という音声媒体の活動が上位を占めてくる 。し

かし，必要であるにもかかわらず，その活動を行っていないという現実の中には，聞く力，話す

力が十分に備わ っていないことが原因となっていると解釈できるような調査結果であった。在学

中の英語教育に対する要望にもそれを示唆するような回答がみられた。また，４技能共に，専門

性と実用性を考慮した学習が必要であり ，またそれが実際には欠如していたことがわかった 。

　現実的な問題として，専門科目の指導にあたる教員からは，アカデミック ・キャリアの上では

読解が重要であるから ，学部の英語教育では＜読み〉にのみ焦点を当てて指導してほしいという

要望が出ている（詳細は研究成果報告書参照）。 もちろん，Ｖ－８において，現在も役立っている指

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４００）
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導内容として専門，工業英語論文等の指導があげられていたことは，英語プログラムの成功点と

して評価すべきである 。しかし，その一方で，＜聞く〉＜話す〉活動の指導が学習者を満足させる

ものではなかったことは，職場，つまり学習者の将来における必要性への考慮の少ないプログラ

ムになっていたことになる 。

　工学系大学の学生のみに当てはまることではないが，やはり英語学習への動機付けがないと ，

英語力に関しても伸長が望めないのが現実であろう 。そのような学習者に対して，英語学習の必

要性を自覚し実感させるためにも ，将来の二一ス ，つまり ，実社会で必要とされる英語力にまで

視野を広げて行く必要がある 。このことは，我々英語教員と専門系教員（この場合は工学系）との

連携によるカリキュラム構築や指導の必要性をも示唆する 。

（注）本研究の母体は，平成１０年度から１２年度にわたり受けた文部省科学研究費補助金による研究「工学

　　系大学における英語教育の現状解析と効率的システムの構築」（課題番号１０６１０４６５）であり ，研究代

　　表者を小山由紀江（長岡技術科学大学語学センター）を研究代表者とし，早川典生（同大学工学部） ，

　　吉川俊則（同大学工学部），Ｒｏｂｍ　Ｌ　Ｎａｇａｎｏ（元同大学語学センター）およぴ清水裕子（立命館大

　　学経済学部）を研究分担者とするものである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　献

Ｈｕｔｃｈｍｓｏｎ，Ｔ　ａｎｄ　Ａ，Ｗａｔｅｒｓ１９８７Ｅ昭脇伽晩６％６戸仰ｏ鮒 〃鮒舳＆舳¢鮒＾〃ブｏ〃んＣａｍ

　　ｂｒ１ｄｇｅ　Ｃａｍｂｒ１
ｄｇｅ　Ｕｍｖｅｒｓ１ｔｙ　Ｐｒｅｓｓ

小山由紀江〔研究代表者〕２００１．「工学系大学における英語教育の現状解析と効率的システムの構築」課

　　題番号１０６１０４６５，基盤研究（Ｃ）一１研究成果報告書 。

Ｒｏｂｍｓｏｎ，Ｐ１９９１亙８Ｐ　ＴｏゐツＡ　Ｐ閉６肋２０脱｛Ｇ刎ゐＬｏｎｄｏｎ　Ｐｒｅｎｔ１ｃｅ　Ｈａ１１

Ｗｅｓｔ，Ｒ１９９４Ｎｅｅｄｓ　Ａｎａ１ｙｓ１ｓ　ｍ　Ｌａｎｇｕａｇｅ　Ｔｅａｃｈｍｇ工伽ｇ伽ｇ６ 伽６ん惚２７（１）１－１９

（４０１）



７０

付： 調査に用いた質問紙

立命館経済学（第５０巻 ・第４号）

以下，該当する数字を○で囲み，必要事項を記入して下さい 。

・性別 ：１ ．男　２ ．女

・年齢 ：１ ．２０歳代２ ．３０歳代３ ．４０歳代４ ．５０歳代５ ．６０歳代以上

・本学の卒業 ・修了年度 ：１ ．１９８３　２ ．１９８８　３ ．１９９３

・学士 ・学位　１　工学学士　２　工学修士　３　工学博士（課程）

・卒業課程 ・専攻　１　機械システムエ学　２　創造設計工学　３　電気 ・電子システムエ学
　（最終のもの）
　　　　　　　　　４ ．電子機器工学　　　５ ．材料開発工学　６ ．建設工学

　　　　　　　　　７ ．生物機能工学　　　８ ．情報制御工学　９ ．材料工学

　　　　　　　　　１０　エネルギー環境工学

・本学以外の学歴がある場合は以下にも記入して下さい 。

　　　　　　　　　　大学　１９　　年修了　学位 ：工学修士　Ｍ．Ｓ．その他

　　　　　　　　　　大学　１９　　年修了　学位　工学博士　Ｐｈ　Ｄ　その他

Ｉ　現在の職種

〈産業別〉

　１ ．建設業

　２ ．製造業　１ ．食料品 ・たばこ　２
．

　　　　　　　５ ．鉄鋼業　　　　　６ ．

　　　　　　　９　電気機械器具　　１０

　　　　　　　１２．その他の製造業

　３ ．電気 ・ガス ・水道

　４ ．運送 ・通信業

　５ ．サービス業

　６ ．公務員　１ ．国家公務員（省 ・庁）

　７ ．教　員　１ ．大学教員

　　　　　　　４ ．その他の教員

　８ ．無　職

　９ ．その他

〈内容別〉

　１ ．研究職　　　　２ ．教育研究職

　５　事務職　　　　６　営業サービス職

　９ ．その他

繊維工業　３ ．出版 ・印刷等　４
．

非鉄金属　７ ．金属製品　　　８ ．

輸送用機械器具　１１．精密機械器具

地方公務員

局等専門学校教員

化学工業

般機械器具

教育職

現場作業職

公団職員等

局等学校教員

４． 技術職

８． 役員

皿　現在の勤務について

１． 身分 ：

　　　　　１ ．経営者 ・役員 ２． 管理職（部長以上）

　　　（４０２）

３． 中問管理職（部長未満）
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　　　４ ．一般社員 ・職員　　　５ ．臨時杜員 ・職員　　　　　６ ．

主な仕事内容 ：

差し支えなければ，会社名等をご記入願います 。

会杜名 ：　　　　　　　　　　　　部署 ：

その他

７１

皿　仕事関連の海外経験について

１． ＜長期滞在〉（１回の滞在が３ヵ月以上）

　　　年度　　国名　　　　　　滞在期間

例　９５年～　フィリピン　　　１年

主な使用言語
＊

１， ２

主な仕事内容料

現地技術者の指導

＊　主な使用言語が１ ．英語と２ ．日本語の場合は数字を ，それ以外の場合はその言語を書いて下さい 。

＊＊ 仕事内容については，以下の数字で答えて下さい 。

　　　１ ．調査　　２ ．設備導入　　３ ．視察　　４ ．現地技術者の指導

　　　５ ．エンジニアリングサービス　　　　　　　６ ．技術打ち合わせ

　　　７ ．学会参加 ・発表　　　　　　　　　　　　８ ．クレーム処理

　　　９ ．その他（内容を書いて下さい）

　（使用言語，仕事内容については次の質問にも同様にお答え願います
。）

２． ＜最近の短期海外出張〉（１回の滞在期問が３ヵ月未満のもの）

　　年度　　　国名　　　　　　滞在期問　　主な使用言語 主な仕事内容

ｖ

１．

２．

３．

　仕事以外の海外経験（１回の滞在か３ヵ月以上で主な使用言語か英語だった場合のみ記入して下

　　　　　　　　　　　さい。複数回ある場合は滞在期間の合計を記入して下さい
。）

滞在国期間　１ ．なし　　　　２ ．６ヶ月未満　　３ ．１年未満　　４ ．３年未満

　　　　　　５ ．５年未満　　６ ．５年以上

滞在国（　　　　　　　　　）

滞在目的　１ ．留学　　２ ．旅行　　３ ．その他

Ｖ　英語とのかかわり

１． 現在，あなたはとのような時に英語とのかかわりがありますか？（複数回答可）

　　１ ．仕事　　　　　２ ．研究　　　　３ ．日常生活　　４ ．趣味 ・娯楽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４０３）
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２．

　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第５０巻 ・第４号）

５　英語学校等　　６　海外旅行　　７　その他　　　８

あなたは現在仕事でどのくらい英語を使っていますか 。

　　　全く使わない　　　　いつも使う

聞く　　１　　２　　３　　４　　５

話す　　１　　２　　３　　４　　５

読む　　１　　２　　３　　４　　５

書く　　１　　２　　３　　４　　５

かかわりがない

３　あなたは，現在仕事上でどのような英語力が必要ですか。必要を感じるものは○で，また ，

特に必要を感じるものは◎で数字を囲んで下さい。（複数回答可）

　　１ ．聞く力　　２ ．話す力　　３ ．読む力　　４ ．書く力　　５ ．文法

　　６　発音　　　７　語粟力　　８　英和翻訳　９　和英翻訳　１０通訳

４　仕事上の言語使用について，もう少し，具体的に伺います 。

以下の項目について，仕事上で特に必要なものに◎，必要なものに○をつけて下さい。（幾つ

　でも可）

日本語 英語
読む 書く 読む 書く

学会誌の論文

学会誌の要約文

テクニカル ・レポート

学会発表の応募書類

特許出願関係

テクニカル ・マニュアル

ビジネス文書

電子メール

連絡用メモ

その他（　　　　）

（　　　　）

日本語 英　語

聴く 話す 聴く 話す

学会での口頭発表

セールス ・プレゼンテーション

機械の使用方法などの口頭説明

商談

組織内での会議 ・打ち合わせなど

組織外での会議 ・打ち合わせなど

その他（　　　　）

（　　　　）

（４０４）
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５． あなたは現在，仕事上でどのような英語力が不足していると感じますか。（複数回答可）

　　１ ．聞く力　　２ ．話す力　　３ ．読む力　　４ ．書く力　　５ ．文法　　６ ．発音

　　７　語粟力　　８　英和翻訳　９　和英翻訳　１０通訳　　　１１　このままでよい

６． あなたは今の英語力をどのように身にっけたと思いますか。（複数回答可）

　　１ ．学校教育　　　　　　　　　　　　　２ ．英会話スクールなどの個人参加

　　３　英会話スクールなとへの企業派遺　　４　国内の仕事で

　　５ ．仕事上での外国赴任　　　　　　　　６ ．テレビ ・ラジオ　　７ ．その他

７． 現在の英語力は総合的に見て，卒業 ・修了時と比べてどう変化しましたか 。

　　１ ．向上した　　２ ．変わらない　　３ ．低下した

８． 本学で受けた英語教育についてとう思いますか 。

　　現在役立つている点（

　　もっと強化して欲しかった点（

９． 本学で英語を学習した際にどのような目的意識を持っていましたか 。

　　１ ．なし　　　２ ．単位取得　　３ ．専門に役立てるため　　４ ．コミュニケーション

　　５ ．海外旅行　６ ．留学　　　　７ ．その他

１０．本学の英語教育に対して意見，希望を自由に記入して下さい 。

ご協力ありがとうございました 。

（４０５）
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